
化を図ったのは、Sphericallが実現

したい世界において、それが不可欠

だったからである。

UCが目指すのは、固定電話機、

PC、携帯電話、スマートフォンからハ

ンディターミナル、POS、キオスク端

末、受付システム、テレビ会議システ

ムなど、多種多様な端末による統合

コミュニケーションが実現された世

界だが、当然これらの端末は1社の

ベンダーにより提供されるものではな

い。“自社端末”にこだわれば、でき

あがる世界は小さなものになってし

まう。

多種多様な端末といかに簡単に

つながるようにできるか―。これ

がSphericallの有用性を大きく左右

するのであり、それゆえの標準SIPの

採用でありオープン化なのだ。

他社製PBXとも連携

前述の通り、SphericallはPBXの

代替品として開発されたものではな

い。長い目で見れば、従来のSVシリ

ーズの領域までカバーしていく可能

性はもちろんあるが、現時点でそう

した使い方をするユーザー企業は

あまりいないだろう。電話自体の機

能については従来型のPBXのほうが

上だし、今あるシステムをそのまま使

ったほうがコスト面でも有利だ。

つまり、電話部分に関しては既存

PBXとの連携が想定されているが、

実はこの部分もSphericallはオープ

ンになっている。連携できるのは

NECのPBXだけではないのだ。

「NECのPBXなら『これだけいいこと

があります』ということはやっていく考

えだが、コミュニケーションを統合す

るのがSphericallなわけだから、他

社のPBXとも当然つながる」と第二

企業ネットワークソリューション事業

部長の平田英之氏は説明する。

このような戦略をとるのは、UNI-

VERGE専用ではSphericallの市場

が広がらないからでもある。特にそ

れが顕著なのが海外。企業ネットワ

ーク事業企画部統括マネージャーの

秋本富士夫氏は「海外ではノーテル

やシスコ、アバイアでも使えないとビ

ジネスにならない」と話す。昨年夏か

ら先行して海外ではSphericallの正

式販売が始まっており、すでに他社

製PBXとの連携例があるという。

国内においても、この戦略は変わ

らない。「Sphericallが今から作って

いく新しい領域で、どんどん他社の

“パーク”を取っていく」と保坂氏は意

気込む。

ちなみに、海外ではすでに200シ

ステム以上の導入実績があるそう
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2007年夏に米Sphere社を買収し

て以後、NECのロードマップに「次

世代UCプラットフォーム」として紹介

されてきたSphereが、遂に市場に姿

を現した。5月8日、NECは満を持し

てUCソフトウェア「UNIVERGE

Sphericall」の国内出荷を開始した。

数千のPBX機能を備える同社の

UNIVERGE SVシリーズには及ばな

いものの、SphericallもIPテレフォニ

ーシステムとして十分な数百のPBX

機能を具備している。そのため、

Sphericallを「次世代IP-PBX」あるい

は「次世代SIPサーバー」として捉え

たい気持ちもやはり起こってくるが、

このような見方ではその本質は見え

てこない。

NEC・企業ネットワークソリューシ

ョン事業本部長の保坂岳深氏は、

「我々が以前から提唱してきたIT・ネ

ットワーク融合を本格的に進めるた

めのツールがSphericallだ。従来の

UNIVERGEのような“電話”がベー

スのUCでは、どこかに無理が生じ

る」と話す。つまり、Sphericallは

PBXとは根本から発想が異なった製

品である。

担う領域も従来のUNIVERGEと

は大きく異なっている（図表2-1）。基

本領域である“電話”は、今後もSV

シリーズなどの担当領域だ。SVシリ

ーズをリプレースしていく製品という

位置付けではない。「業務ソリューシ

ョンという、まったく別の領域を広げ

ていくのがSphericallだ」（保坂氏）。

それでは一体、Sphericallとは、ど

のような特質を有した製品なのだろ

うか。1つずつ解きほぐしていくこと

にしよう。

徹底的なオープン思想

外観からいくと、Sphericallは専用

ハードウェアを持たない完全なソフト

ウェア製品である。W i n d o w s

Server 2003 SP2または同R2が載っ

た汎用PCサーバー上で動作し、

CPUやメモリーなどの基本スペック

を満たしていれば、NEC製以外のサ

ーバーでも当然大丈夫だ。

つながる端末についても、この

“オープン”な思想は貫かれている。

PBXでは通常、自社製の端末にしか

基本的にはつながらない。だが、標

準SIPを採用するSphericallでは、他

ベンダーの端末とも容易に接続でき

る。

IPテレフォニーベンダーにとって電

話機などの端末は、言うまでもなくき

わめて重要な収益源だ。保坂氏も

「正直、我々の端末が売れなくなるの

で厳しい面はある」と話す。また、機

能数で見ても、ベンダーが独自に拡

張したSIPのほうが標準SIPよりも優

れている。にもかかわらずオープン
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NEC「Sphericall」が切り拓く新領域

SOA化で遂に始まる業務連携
NECの次世代UCソフトウェア「UNIVERGE Sphericall」は、これまで

の国内ベンダーのUCとは発想が大きく異なる。SOA型のアプローチで従

来の限界を超え、いよいよ業務連携を本格化させる。 文◎太田智晴（本誌）

Part2

業務SL領域  
（ビジネスプロセス＋UC） 

応用領域  
（個別業務システム＋  
マルチメディア活用） 

基本領域   
（電話） 

UNIVERGE 
の領域 

高信頼・高品質な 
音声・データの 

統合ネットワークを実現 

UNIVERGE 
Sphericallの領域 

ITシステムの先端技術を取
り込んだ自社製品で、ビジ
ネスコミュニケーションの
幅を拡大し、業務システム
の付加価値をUCで向上 

ハードウェア ソフトウェア サービス 

図表2-1 UNIVERGE Sphericallの位置付け

業務アプリケーションサーバー 

ユニファイドコドコミュニケーション・ミドルウェア 

UNIVERGE Sphericall
ユニファイドコミュニケーション・ミドルウェア 

UNIVERGE Sphericall

アプリケーション 

UNIVERGE Sphericallが、 
WSDLファイルによりAPIを 
提供 

Webサービス（SOAP） SOC

プレゼンス・呼制御・ 
インスタントメッセージ（IM） メディアサービス サーバー設定 

オープンな 
コミュニケーションデバイス 

企業内 
音声コミュニケーション 

キャリアサービス 

図表2-2 SOAアーキテクチャに対応し業務システムと柔軟に連携できる

（左から）NEC 企業ネットワークソリューション事業本部長の保坂岳深氏、同事業本部第二企業ネットワ
ークソリューション事業部長の平田英之氏、同事業本部企業ネットワーク事業企画部統括マネージャー
の秋本富士夫氏


